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釧
路
管
内
で
よ
く
見
ら
れ
る
牧

草
地
の
雑
草
の
１
つ
が
ギ
シ
ギ
シ

で
す
。 

 

ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
が
可
能
な
雑

草
で
、
選
択
で
き
る
除
草
剤
は
ア

ー
ジ
ラ
ン
液
剤
（
以
下
ア
ー
ジ
ラ

ン
）
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
す
。 

今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
除
草
剤
の

特
徴
と
、
使
い
分
け
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。 

ア
ー
ジ
ラ
ン
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

特
徴
を
表
１
に
示
し
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
を
使
う
か
は
、
除
草
剤

の
特
徴
に
基
づ
き
、
ほ
場
の
状
況

（
新
播
か
ど
う
か
、
ク
ロ
ー
バ
が

あ
る
か
ど
う
か
）
と
散
布
時
期
に

よ
っ
て
選
択
し
ま
す
。 

ア
ー
ジ
ラ
ン
は
春
に
散
布
で
き

る
の
が
特
徴
で
す
が
、
イ
ネ
科
牧

草
の
生
育
停
滞
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
夏
の
散
布
は

避
け
ま
し
ょ
う
。 

ギ
シ
ギ
シ
へ
の
効
果
が
大
き
い

（
枯
死
が
早
い
）
の
は
ハ
ー
モ
ニ

ー
で
す
が
、
ク
ロ
ー
バ
へ
の
薬
害

が
著
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。 

   

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
散
布
す
る
と
ア

カ
ク
ロ
ー
バ
は
枯
死
し
、
シ
ロ
ク

ロ
ー
バ
は
黄
化
し
て
減
少
し
ま
す

（
写
真
１
、
２
）
。 

 

除
草
剤
の
使
い
分
け
と
し
て
は
、

春
散
布
や
ク
ロ
ー
バ
混
播
草
地
に

は
ア
ー
ジ
ラ
ン
を
、
夏
散
布
や
夏

新
播
草
地
へ
の
秋
散
布
に
は
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
使
い
ま
す
。 

一
方
、
チ
モ
シ
ー
の
生
育
停
滞

を
避
け
た
い
、
ま
た
は
ギ
シ
ギ
シ

を
当
年
に
防
除
し
た
い
と
い
う
場

合
に
は
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
混
播
草

地
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
（
な
く
な
る

リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
）
使
う
選
択

肢
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

   

標
茶
町
の
ほ
場
で
ギ
シ
ギ
シ
対

策
と
し
て
、

10

月
中
旬
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
チ
モ
シ
ー
・
シ
ロ
ク
ロ
ー

バ
混
播
草
地
に
散
布
し
た
結
果
、

ギ
シ
ギ
シ
は
一
部
残
っ
た
も
の
の
、

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
シ
ロ
ク

ロ
ー
バ
へ
の
薬
害
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
翌
年
５
月
下
旬
に
は
シ

ロ
ク
ロ
ー
バ
が
残
っ
て
い
る
様
子

が
確
認
で
き
ま
し
た
（
写
真
３
、

４
）
。 

 
 散布時期  牧草への影響  ギシギシの枯死時期  

アージラン液剤  

春（経年草地）  

秋（春新播草地、  

経年草地）  

イネ科の生育抑制  

（春処理の場合）  

秋散布の場合は  

翌年春  

ハーモニー75 

DF 水和剤  
夏、秋  

クローバに著しい薬害  

（特にアカクローバ）  
散布当年  

ギ
シ
ギ
シ
の
防
除
に
つ
い
て 

表１  ギシギシの除草剤の特徴  

（参考：北海道農作物病害虫・雑草防除ガイド､2017）  

写真２  

ハーモニー散布後の  

シロクローバの黄化  

（ 11 月 16 日撮影）  

写真１  

ハーモニー散布後の  

アカクローバの枯死  

（ 11 月 16 日撮影）  

写真３  

ハーモニー散布前の  

ほ場の様子  

（ 10 月 5 日撮影）  

写真４  

ハーモニー散布翌年の  

ほ場の様子  

（ 5 月 31 日撮影）  

※アージランは散布時期で、ハーモニーは新播か経年草地かで薬量が異なるのでご確認  

ください。  

事
例
紹
介 


